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針葉樹を有効に活用することで、森林の回復に貢献でき
るよう、 2007年より針葉樹を用いた家具や空間表現を提案し
てきた。 家具では、針葉樹の強度不足による欠点を構造で
補うデザインで克服し、新たなデザイン提案ができた。 空間
表現では、 針葉樹の持つしなやかさを牛かし、板を？湾同さ
せてダイナミックな造形表現で、効果を得た。
さらに針葉樹の可能性をヲ ｜き出すために、別の要素から
プロダクトを提案する。 その要素とは、木目の表情である。
広葉樹と比較すると針葉樹の木理は、杉に代表されるように
通直できれいな縞になっている。 もちろん、木取りの仕方に
よってはその限りで、はないが、柾目の板になるととてもきれい
な縞模様となる。 その木目の表情と美しさを利用して、針葉
樹ならではのプロダクトを提案する。
今回提案するプロダクトは、時節柄クリスマスグッスのデ
ザイン依頼に対する提案で、上記の要素をもとに、表情に
生かしたクリスマスツリーである。
そのクリスマスツリーは、 三角形の薄い板4枚で構成され
ている。 その4枚の板は、中心部で接合されていて、針葉
樹のシルエットを呈している。 この板を作り出すとき、長手方
向に平行な木理で木取りをするのが、通例である。 しかし、
針葉樹を表現する上で、 シルエットのみならず、その枝振りま
でを表現すべく、 木理が斜めに入るように木取りをしたu この
場合、歩留まりという点からは効率が悪いが、木理が効果
的に働くことに、デザインの優位性を求めた。
針葉樹の樹形を三角形の板で表現し、枝振りを素材の
持っている表情である木理の模様で表現した。
またこのプロダクトは、単にクリスマスツリーのオーナメント
ではなく、そこに機能を有している。 輪郭の外側から枝振り
としての本理と平行にそれぞれ4本ずつ3mm幅の切り込み
が入っている。 また表面の三角形の平商部分には、 ¢6mm
の穴が3 ヶ所ずつ空いている。 その結果、切り込みにネック
レスを長卜けたり、穴にピアスを扱トけたりして、アクセサリーハ
ンガーとして機能する。 特にクリスマスシーズンには、自分
のアクセサリーで、デコレーションして、オリジナルのクリスマス
ツリーとして飾ることができるのである。 切り込みゃ穴は、枝
振りのシルエットを強調したり実を逮想させたりして、ツリー単
体でLも表情を与える効果を担っている。 また、 4枚の板の接
合方法が、旋回するように接着したため、頭頂部に十字形
の星が現れ、ツリーとして都合の良い演出となった。
カラーバリエーションとして、 着色をしない木地のままと、 4
枚のうちの一枚だけを、赤と緑に着色した3パターンの提案
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をした。 アクセサリーを飾る場合は、その色味に影響をしな
い木地のままがよいが、クリスマスカラーの赤と緑は、演出
効果として、よいアクセントになるであろう。
今回制作したツリーは、木理が通直でより明確に現れるよ
うに、針葉樹の中でもスプルスを使用したが、他の針葉樹
でも同じ効果が得られるだろう。
今回、針葉樹の本理を利用したプロダクトの提案の一例
を具現化したが、この特徴を利用してまだまだ展開できる余
地を残している。 表面の効果だけでなく、組み合わせの効
果や積層などに応用できるであろう。 そして、材料として針
葉樹を使うことで、その需要が高まり、需要と供給の循環が
復活し、林業の活性化、森林の回復へと繋がることが期待
できよう。
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